
理学情報専攻　 
博士前期課程・博士後期課程

※) 令和2年度にシステム自然
科学研究科から理学研究科に
変更しました．　

��

名古屋市立大学　大学院

理学研究科



これからの自然科学には，幅広い諸分野の連携，融合により創成される新領域の
発展が期待されています。私たちは情報学の考え方や技術を駆使して自然科学の諸
分野の探求を目指しています。また，自然科学で発見した現象や法則を情報学に応
用することによって両分野の融合を図り，相互の発展を狙いとしています。



実験

理論

自然情報系生命情報系

青柳(構造物性）

片山(液晶）

杉谷(天文） 三浦(結晶理論）

田中(画像） 徳光(物性理論）

熊澤(分子系統)

木藤(植物生理)湯川(RNA)

鎌田(トポロジー)鈴木(分子進化) 河田(代数学)

村瀬 (生態)

笹森(有機化学)

中村(音声言語)

宮原(情報教育)

櫻井(生物無機)

渡邊(知能情報）

髙石(運動生理)奥津（運動生化)

物質

田上(クロマチン）　木村(神経科学)

生体 中務(代謝生化学)



本大学大学院芸術工学部博士前期課程，名古屋工業大学大学院工学研究科博士前期課程，名古屋大学工学研究科博士前期課程との単位互換制度
高等学校教諭専修免許状（理科）の取得

令和2年度　　

令和2年度　　



在学中の主な研究業績(最近のもの)

2017年03月19日 
山田麻未さん(奥津研究室)が第21回日本体力医学会東海地方会学術集会で奨励賞
を受賞

2017年11月21日 
李 爽さん(湯川研究室)がTaiwan-Japan Plant Biology 2017でOutstanding 
Poster Awardを受賞

2018年07月30日 
大久保佳織さん(鎌田研究室)がGraduate Student Workshop on Mathematics
においてAward for Presentation Excellenceを受賞

2018年07月09日 
潘楊君(笹森研究室)が第５３回有機反応若手の会で優秀ポスター賞を受賞

2017年06月09日 
齊藤千晶さん(中村研究室)が第18回日本認知症ケア学会大会での発表(2016年度 
の修士論文の内容)で日本認知症ケア学会 平成29年度石崎賞を受賞



修了後の進路

修了者数 
および 
在学者数

博士前期課程２５３名（含む社会人６６名，外国人２９名）
博士後期課程　１８名（含む社会人４名，外国人３名）

博士前期課程　２０名在学（含む社会人２名、外国人５名）
博士後期課程　    ９名在学（含む社会人２名、外国人４名）

コープ食品株式会社



多種多様なセミナーなど
•研究科セミナー 
•生物多様性研究センターセミナー 
•サイエンスカフェ in 名古屋







本研究科の特徴
1. 少数精鋭 
・静か！ 
・納得いくまで 
・丁寧な指導

2. 複合領域 
・幅広い知識 
・融合研究

3. 外国人・社会人特別選抜 
・社会を知り，世界を知る 
・異文化理解



理学情報専攻　博士前期課程　博士後期課程

生命情報系 
（種，個体，細胞，分子）

自然情報系 
（数学，情報，物理，化

学）


